
  

 

が大宮西 RC の会員増強の歴史について年度計画
書を基に少しお話をさせて頂きたいと思います。 
先ずは年度計画書 48 ページの第 4 グループロー
タリークラブ系統図にありますように、我々大宮
西 RC は 1963 年（昭和 38 年）７月 15 日に、大宮
RC の子クラブとして会員数 30 名からその歴史を
スタートさせました。 
 
年度計画書の 50 ページの歴代三役の［年初］の
欄にその年度ごとのスタート時の会員数が記載さ
れていますが、第 1 代目から第 29 代の新藤耕四
郎会長の年度までは毎年のように右肩上がりに会
員数が増えて、95名まで拡大しています。そして
クラブ創立 30 周年の年から第 36 代 藤池誠治会長
の年までは大きな増減がなくほぼ平行線で推移し
ていますが、第 37 代目から今度は毎年のように
会員数の減少が始まり、10 年後の第 47 代清水恒
信会長の代には、会員数が 43 名にまで落ち込ん
でいます。 
そこで、第 49 代 高橋誠一会長が会長エレクト
（副会長）だった前年の第 48 代 小沼輝雄（故人）
会長年度から会員増強のテコ入れが始まりました。
テーブルごとに配布しています A4 ペラの資料が
その後の会員数の増加の推移です。因みに私がそ
の小沼年度最初の新入会員第１号でした。 
高橋誠一パスト会長の会員増強における強烈なリ
ーダーシップの影響（ひとりで 28 人、三光ソフ
ラングループで合計 48 人紹介）で、会員数は８
年後には約３倍の 120 名となりました。会員数の
ピークは私が幹事を仰せつかった第 56 代 新井清
太会長年度の途中での 124 名が最高でしたが、し
かし残念ながらその翌年の第 53 代 小木曽賢己会
長年度の後半戦に差し掛かった 2020年 1月からコ
ロナが蔓延し始め、そこから３年間は対面の例会
開催が出来なくなって会員数も横ばい状態、対面
の通常例会に戻った現在でもその状況が続いてい
ます。昨年の第 61 代 藤嶋剛史会長年度はコロナ
の状況も落ち着きを見せ、企業会員様の転勤交代
13 名を含め入会者 22 名退会者 18 名の大変出入り
の多い年で毎月入会式をしているような年度でし
たが、終わってみたら結局純増４名という結果に
なっています。 

 
今日はこれからも当クラブが会員増強を進めてい
くのに、ディスカッションテーマとして 
① 大宮西 RC の魅力とは何でしょうか？  
② 大宮西 RC が更に発展する為の課題は何でし

ょうか？  
③ これから大宮西 RC に入会して欲しい人材は

どんな方ですか？  
という３つの設問を議論していただきたいと思い
ます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発表まとめ 

 
テーマ①  
大宮西 RC の魅力は何でしょうか？ 

（ビッグクラブのスケールメリットとは） 
 
・会費収入が多い → 大きな事業が可能（財力が
あり大きな事業が可能） 
・例会場や昼食が良い 
・多くの会員との出会いが楽しい 
・歴史があるクラブであり、色々な関わりがある 
・他のクラブよりステータスがあり、地区の中で
もリーダー的 
・「女子部会」女性が元気、エネルギッシュ、意
見が学べる 
・男性会員が気さく、優しいおじさんが多い 
・人数が多い、活気がある 
・テーブル抽選でコミュニケーションが取れて良
くなった（楽しくなった） 
・パレスホテルという場所、立地、会場が大事 
・会員数の多さ。多いことで人脈や他業種の交流
が生まれるのではないか 
・知り合いが増える 
・入会する事で会社の株が上がった 
・大宮西ロータリークラブの会員は紳士的である
（お客様よりの意見） 
・親しみやすい、参加しやすい 
・入会して日が浅い方も馴染みやすい雰囲気があ
る 
・活性化している 
・企業会員が多い（入れ替わりが多い） 
・若い人、女性会員が多い 
・他業種の方の人数が多い（多様な人が居る） 
業種のバランスが良い 
・学校のようで楽しい 
・地元の顔効きの方が多い、メンバー構成が良い 


